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　昨年９月２７日の御嶽山の噴火以来、口永良部島新岳、浅
間山、箱根山など火山の噴火が立て続けに発生しています。
御嶽山の噴火は、死者５７名、行方不明者６名、負傷者６９名と、
戦後最大の火山災害となりました。
　ニュースで御嶽山の噴煙が登山客に迫ってくる映像をみて、
最初に思い出したのは、雲仙普賢岳の噴火でした。１９９１年当
時、夕方のニュースで多くの人が亡くなったということを知り、
その時に火砕流ということばを初めて知りました。火砕流はと
ても速い速度で周囲に高温の熱風（火砕サージ）を伴いながら
山の斜面を駆け抜けます。そのため火砕流に巻き込まれた
人々は、熱傷や窒息、多発外傷を受傷して、そのほとんどが
死亡します。
　雲仙のイメージから「今回の災害は、多くの熱傷患者がで
るだろう」と思いました。しかし実際には噴石による打撲や骨折
が多く、熱傷は少なかったようです。現在、日本集団災害医
学会の特別調査委員会等で患者さんのケガの程度や病院の
受け入れ体制等の詳細が検討されていますが、火山災害でも
噴火の状態や人々の行動、暮らしの形態で被害の状況は変わ
るものです。
　災害医療の教科書の中に２０世紀の火山災害の被害をまと
めたものがあります。これによると、もっとも多くの死者を出
した火山は１９０２年に噴火したプレー火山（西インド諸島）で、
２万９千人が亡くなりました。東日本大震災の死者数が約１万６
千人ですから、とても大きな災害です。また最も多くのけが
人を出した火山は１９８５年に噴火したネバド・デル・ルイス火
山（コロンビア）で4,470人がけがをしたそうです。火山災害は
直接的なけがだけではなく、人々の暮らしにも大きな影響を
与えます。１９９１年に噴火したピナツボ火山（フィリピン）では５
万３千人が家を失い、１９９９年に噴火したグアグアピチンチャ
火山（エクアドル）では１２０万人が避難生活を強いられました。
鳥取・島根の人口で約１３０万人弱ですから、とんでもない規
模の災害です。
　火山災害は広域避難が長引く傾向にあります。２０００年の三
宅島の噴火では、島民は島外で約４年半の避難生活を送りま
した。島民が帰島する際には、二酸化硫黄などの火山性ガス
が帰島を阻害する因子となりました。三宅島では火山ガスとの
共生を基本に、「三宅村火山ガスに対する安全確保に関する条
例」を制定し、火山ガスというハザードとの付き合いとリスク
をどのように扱うかという問題が提起されました。三宅島でも、
帰島後しばらくはガスマスク所持が条例により義務づけられて

いましたが、現在は居住地では解除されています。最終的に
三宅島では避難開始から１０年で約７割の人口が帰島したとい
われています。
　福島では震災から４年が過ぎた現時点で１０万人以上が避難
生活をしています。放射性物質が三宅島の火山性ガスに相当
しますが、時間が経過するにつれて何から避難をしているの
かがわかりにくくなります。放射性物質との共生も難しい課題
です。福島では、仕事をするお父さんが県内に残り、家族は
県外に避難をしているという状況を目にすることがあります。
家族が別々に過ごすということは、こどもの成長にとって悪い
影響があるかもしれません。避難が長期化すれば、家族の別
居がハザードになりえます。放射性物質による汚染の程度にも
よりますが、放射性物質だけが暮らしの中のハザードではな
いので、放射性物質から逃げることだけを重視すると、全体
としてリスクが高まります。この辺りはそれぞれの人の生き方
に深く関与する問題であり「この地域の空間線量率は、１時間
あたり○○μSv（マイクロ・シーベルト）ですから、家族で安心
して住めます（もしくは住めません）」と我々が押しつけること
はできません。例えるのならば、病院で検査をして「異常があ
りません」といわれても、具合が悪いと患者さんが感じること
があるのと似ているかもしれません。
　福島にも火山があります。吾妻山、磐梯山、安達太良山の
３つは、気象庁が監視している火山です。吾妻山は現在噴火
警戒レベル２（火口周辺規制）と発表されており、行政や消防、
警察など関係機関が連携して対策を練っているところです。磐
梯山は日本の災害救護にとって、忘れてはいけない重要な火
山です。１８８８年に噴火した磐梯山では５００名の住民が死傷
し、日本赤十字社が救護班を派遣しました。それまで日本赤
十字社の社則には戦時救護についての規定はありましたが、
自然災害活動の社則はなかったそうです。この時の救護活動
は世界で初めて、戦時ではない平時の救護活動となりました

（写真）。東日本大震災後、福島県では「ふくしまからはじめよ
う。」（図）をスローガンに復興を進めていますが、１００年以上
前にすでに福島から新しい潮流がはじまっていたというのはう
れしいことです。
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高額療養費制度が変わりました！
～高額介護サービス費のしくみ～

http://www.sanyo.ac.jp

No.16災害医療を
たしなむ

　小早川　義貴

国立病院機構災害医療センター
災害医療部 福島復興支援室

vol.14

　１９７６年千葉県生まれ。２００４年島根医科大学卒業。島根
県立中央病院救命救急センター等を経て、２０１１年より国立
病院機構災害医療センターにて災害医療に従事。厚生労働
省災害派遣医療チーム（DMAT）の教育・研修の他、現在
は主に福島県の復興支援を行っている。２０１４年４月より、
福島復興支援室勤務。

小早川　義貴●こはやがわ・よしたか

連 載

「福島にも火山があります」

「びょういん」 何でもQuestion－８

みなさま、こんにちは！ 
これまでは医療保険の高額療養費について取り上げてきま

したが、今回は、介護保健での高額介護サービス費・高額介護
予防費についてご説明します。

要介護者が在宅や施設において介護サービスを受けた場
合や、要支援者が在宅での介護予防サービスを利用した場合
に、原則として費用の1割を負担しますが、この1割負担が限度
額を超えた場合に、申請により超えた額が高額介護サービス
費・高額介護予防サービス費として支給されます。

限度額は、年齢区分や所得区分に世帯単位（世帯全体での
負担の合算額）で定められています。尚、これの対象に、在宅改
修費や福祉用具購入費の1割負担や施設サービス利用者の
居住費や食費は含まれません。

介護保険の導入は、高齢化の進展に伴い、要介護高齢者の
増加や介護状態の長期化などによる介護ニーズ増大、核家族
化、介護者の高齢化などの状況から、高齢者の介護を社会全
体で支えあう仕組みが創設され、2000年4月より導入されま
した。
1. 理念：単に介護を要する高齢者の身の回りの世話をすると

いうことを超えて、高齢者の自立を支援する。
2. 精度：利用者の選択により、多様な主体から保健医療サー

ビスを総合的に受けられる制度。
3. 社会保険方式：給付と負担の関係が明確な社会保険方式

を採用。
4. 対象：1号被保険者は65歳以上、2号被保険者は40歳から

64歳までの者

介護保険の財源は、税金と保険料の各50％負担によります。
介護サービスには、①訪問介護や訪問看護の在宅サービ

ス、定期巡回・随時対応型訪問介護看護や②小規模多機能型
居宅介護などの地域密着型サービス、③介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）や介護老人保健施設（老人保健施設）、
介護療養型医療施設の施設サービスがあります。

介護保険の利用者負担は一律1割負担でしたが、本年8月よ
り、一定以上の所得がある利用者は、2割負担が導入(表1)さ
れます。

2割の一定所得者とは、本人の合計所得金額が160万以上
(単身・年金収入のみの場合で年収280万円以上）を基本とし
ています。モデル年金や平均的な消費支出の水準を上回る負
担可能な水準として、第1号被保険者(65歳以上)の内所得上
位20%に相当する基準となりますただし、合計所得金額が
160万円以上であっても、年金収以外の収入が中心の場合は、
実質所得が280万円に満たない場合があります。また、夫婦世
帯の場合は、配偶者の年金が定額で世帯としての負担能力が
低い場合があるので、「年金収入＋その他の合計所得金額」が
単身280万円未満、2人以上世帯346万円未満の場合は、合計
所得金額が160万円以上でも1割負担が適用されます。

合計所得金額160万円の判定は、第1号被保険者個人の合
計所得金額によって行われ、160万円未満の場合は、世帯内
の他の第1号被保険者の所得状況に係わらず1割負担になり
ます。160万以上の場合は、本人と世帯内の他の第1号被保険
者の「年金収入－その他の合計所得金額」の合計額が346万
円(単身280万円)以上であれば本人は2割負担になります。た
だし、世帯内の他の1号被保険者は、合計所得金額160万円未
満であれば1割になります。

高額介護(介護予防)サービスの自己負担限度額は、一般と
現役並み所得者は37,200円ですが、本年8月からは現役並み
所得者は、44,400円になります。市町村民税世帯非課税等は
24,600円ですが、この内、年金収入80万円以下等は15,000
円／個人になります。

次回は、医療と介護の高額合算制度について取り上げます。

表1 高額介護（介護予防）サービス費の自己負担限度額と医療保険の高額療養費

介護保険制度の仕組み （図1参照）

図1介護保険制度の仕組み(出展：厚生労働省)　　

一定以上所得者への2割負担導入

現役並み所得者
（27年8月～）

高額介護（介護予防）サービス費

自己負担限度額(月額／世帯)
平成27年7月まで

24,600円

15,000円／個人　年金収入80万以下等

平成27年8月から

37,200円 44,400円

37,200円

医療保険の高額療養費

70歳以上の自己負担限度額
(月額／世帯)

市町村民税世帯非課税等

一　般

80,100円＋（全医療費－
267,000円）×１％
(多数該当44,400円)

44,400円

24,600円

15,000円／個人

写真
「日本赤十字社　平時救護発祥の地」
の記念碑（福島県耶麻郡北塩原村）　
観光地としても有名な五色沼のひとつ
毘沙門沼の駐車場入り口近くにある。
（２０１４年４月２８日撮影）

図　ふくしまからはじめよう。のロゴマーク


